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Buayan-Dissolva

Website: http://www-cc.gakushuin.ac.jp/~20070019/dissolva/
New website: https://www-cc.gakushuin.ac.jp/~e070019/DISSOLVA/index.html

Email: dissolva.project@gmail.com

Sept., Oct. & November

Even when my job & family
tie me to Japan, my heart is
always in Kg Buayan
Rise, dissolva 2015 & 2016

Dissolvaチームの輝かしいグループリーダー！

ALUMNI 

Why more rain…? 
てるてる坊主、照坊主…  私たちが願っても、
不都合な真実ー地球の温暖化は⽌まりません。。
私たちが排出するCO2の量が増えるため
気候は確実に変化しています。
いつになく⼤⾬と異常気象が起きています。

Do you remember…?

On the top of Mt Otake

November: Autumn Festival
秋の⼤学祭がまたやってきます…

卒業⽣も⼤学に戻って、学習成果を⾒に来てください
教室にポスター発表を掲⽰します！準備しているのは
シゲさん、ヒビさん、リンさん、ココアちゃんです

Join us now …
Save Ulu Papar

2021年7⽉17⽇、巨⼤な地下パイプがブアヤン村に運ばれました。
もうすぐ⾬季がやってきます。村の⼤⼯さんたちは、床下をながれる氾濫し
やすい⼩川を迂回させるために、地下にパイプを設置したいと考えています。
ジャングルに向かう４輪駆動⾞に乗せ、⼤きなパイプが1本ずつ運ばれます。

September: New DISSOLVA members join in!
タムさん、アリさん、ミズさん、ケーキちゃん、ミンさん、Dissolvaチームにようこそです！
熱⼼で献⾝的な新メンバーと⼀緒に、楽しんで活動していきましょう…

October: Let’s enjoy sports!
DISSOLYMPICSオンラインイベントの準備をしています。
Dissolva Fesのウェブサイトで動画を⾒つけてください！

Events calendar
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Sports 
Day in, 
Buayan!

Family, friends and neighbours … Time to get together!
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Buayan-Dissolva 

Newsletter is edited by the 

students, Imelda and 

Fuyuko, and is published 

every 3 months on our 

website, facebook and via 

our mailing list. 

Join us now! 

Next issue will 

come out in 

November 2021.

Please send us

photographs,

comments…
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Carpenters of Buayan

DISSOLVAには在学中に２度参加し、２回⽬はグループ
リーダーをしました。現地での活動は、村⺠150⼈ほど
の⼩さな村には⼤きなインパクトを持ち、さらにその影
響が村全体にどのように及ぶのか実感を伴って理解させ
るものでした。異⽂化交流といえば、「⽂化保護」や
「サステナビリティ」に対して明快な答えを与えてくれ
る活動もあるでしょう。異なる価値観、暮らしぶりの
⼈々に対して、私たちのボランティア活動がそのまま
「良いこと」として通るとは限りません。こうしたこと
から、どんな影響が出るか慎重に検討する必要がありま
す。DISSOLVAにおける解決策とは、村の歴史や慣習、
村⺠の思いを擦り合わせながら⻑い時間をかけて⾒出さ
れるものだと思います。その意味ではDISSOLVAの語源
（dissolveとsolve）は活動の本質を表しているでしょう。
受験勉強の⾼校⽣活までとは違い、DISSOLVAでは、⽭
盾し合うがどれも正しい⽴場が複数存在し、それらを統
合し答えを出す⼒が問われました。特に⼤学1年⽣のと
きは⾮常に苦労し、⾃分の意⾒をうまく持てずに不甲斐
なさを感じ、試⾏錯誤の⽇々でした。

様々な考えや思いに揺り動かされるなかで、物事を俯
瞰する⼒が⾝につき、その後の学⽣⽣活に⼤きな変化
をもたらしました。学習でも課題活動でも⽬の前の課
題に集中する前に、どのような⽬的でやっていて、⾃
分はどのような役割を果たすべきなのか、能動的に全
体を⾒ながら動くようになり、あらゆる物事が⾃分の
⼈⽣のストーリーラインのなかに埋め込まれていく実
感がありました。プロジェクトでリーダーを任される
ことも多くなりました。今は政策形成を通して社会全
体の在り⽅を考える仕事をしていますが、DISSOLVA

を通じた学びが、起点としてあるかなとも思います。



Did you know…?
「果物の王様」ドリアンを⾷べたことはあります
か？ もしまだなら、ぜひお試しを！ ⼝の中でと
ろけるクリーミーな味わいは、想像を超えた⾷感
ですよ。 ⾹りを受け⼊れるのが難しいと感じる
⼈もいますが、それは未知のものに対する偏⾒か
もしれません。 ご注意を！ 私たち⾃⾝も殻から
抜け出して、⺟なる⾃然の恵を楽しみましょう。

Dissolva member note 3

Dissolva member note 2

News from Kg. Buayan

News from Kg. Buayan

Collaboration to build 
the Micro-hydro

Shige, DISSOLVA 2021

素晴らしい先⽣で、塾の⽣徒
たちにとても親切で⼈気です。
⾃転⾞は⼤事な移動⼿段。
⾃分で修理して、いざ出勤！

Momo, DISSOLVA 2021
バドミントンが⼤好きです。
シャトルを打っているときも、
⼼はメンバーと⼀緒です。

⽣物⽂化遺産の家の床の下の地⾯を掘り、塩
ビ製⼟管（カルバート）を⽔流に適した位置
に配置するには、村の⼤⼯さんたちのチーム
による、試⾏錯誤と多くの調整が必要でした。

Nature’s blessing…

Dissolva member note 4

Nature’s menace…

Placing the culvert on the ground

ブアイヤン村の⼤⼯さんたちは、⽣物⽂化遺産の家を
洪⽔から守るために⼩さなダムを建設しました。以前
建物中央部の床下を熱帯の茂みに覆われて流れていた
美しい⼩川は、悲しいことに、度重なる⼤⾬の影響で
⼿に負えない湿地になってしまっていました。

Collaboration to build 
te micro-hydro
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今年、⺟なる⾃然の脅威は、いつになく厳
しいものです。ブアイヤン村までの泥道に
沿った複数の場所で、壊滅的な地滑りが起
き、町でも危険な洪⽔が発⽣しました。経
験したこともないレベルの⾃然災害に、ブ
アイヤンの村⼈たちは冷静に対応しました
が、その結果は途⽅もないものでした。

Flooding, flooding…
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今年度のDISSOLVAは、以前のプロジェクトの中で建設
された「⽣物⽂化遺産の家」の修復活動の⽀援をオンラ
イン上で実施しています。コロナウイルスの影響により、
昨年度に引き続きzoomミーティングを使⽤しての交流と
なりました。週1回の村の⽅々との交流や活動報告のミー
ティングを続けるにつれて、作業のスピードはゆっくり
と進みつつも、村の⽅々が修復作業を⾏っているのを⾒
続けていけたことが、⽇本にいる⾃分にもこの修復活動
に少なからず関われているんだという実感につながって
きています。また、今年に⼊ってから村のほうでは、⽔
害の被害が多い事や、⼟砂崩れなどが起こっていたりと、
ローカルな⾯からみても地球環境・温暖化問題が進⾏し
ているように感じられます。こうした情報をオンライン
上で聞いてきましたが、まだブアイヤン村には直接⾏っ
たことはないので、村に⾏って修復された⽣物⽂化遺産
の家を実際に⾒たり、村の⽅々と直接的な交流をしたい
と思っています。

1年⽣の頃、Dissolvaの話を聞いて、参加することを決め
ました。⼩・中・⾼校でもボランティアに参加したこと
はありましたが、募⾦活動など、どんなことを⾏うか既
に計画されたボランティアであり、募⾦をした後、現地
の⽅々へどうその資⾦が届けられるかなど現地の声を知
ることができませんでした。そのため、⾃分⾃⾝がボラ
ンティアを⾏う団体の⼀員となって現地の⽅々とコンタ
クトを取りながら⼀緒に活動内容を決め、時には⾃分が
発⾔者の⼀⼈となって⽀援を⾏い、⾃分たちに⾜りない
必要なことを現地の⽅々から学んで、⼿を取り合いたい
と思います。通常の活動⽇以外でもメンバーとたくさん
連絡を取り合い、何度も話し合いを重ねながら活動して
います。これまで学んだ経験が今の⾃分に繋がっており、
これからも⼤きなイベントをメンバーとともに成功させ
ることができたら良いな思います。これからも⾃分の積
極性をもって、学び続けたいです。コロナが落ち着き、
現地の⽅々とお会いできる⽇を楽しみにしております。


